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蛭田清孝校⾧より

未来を切り拓く皆さんへ
私たちが生きる今という時代は、技術革新が
かつてないスピードで進行しており、それに
よって社会のあり方そのものが大きく変わろう
としています。その中でもここ数年のうちに一
気に普及した生成AI（人工知能）の進化には目
覚ましいものがあります。ChatGPTのような会話
や文章、プログラムの作成を得意とするもの以
外にも、画像や動画、音楽といった分野に特化
したAIも次々に実用化され、多くの分野で人間
のパートナーとして活用されています。医療分
野でも、AIが画像診断をサポートし、病気の早
期発見に貢献するなどしています。また、AIと
結びつくことでロボット技術も急速に発展し、
自動運転車なども実用化されつつあります。こ
れらの技術は、私たちの生活をより豊かで便利
なものにする一方で、「人間とは何か」「仕事
の意味とは何か」といった深い問いを私たちに
投げかけています。
こうした変化の中で、皆さんには「人間らし

さ」を大切にしながら、自分自身の軸を持って
未来に向き合ってほしいと願っています。技術
がどれほど進化しても、人間の感性や共感力、
創造性は決して失われることのない大切な価値
です。例えば、AIがいくら多くのデータを処理
できても、人と人との間に生まれる温かさや、
他者を思いやる心は人間が持つ特別な力です。
未来の社会では、技術と共存しながら、私たち
自身がどのように生きるべきかを考え、行動す
る力が求められます。
そのためには、皆さん一人ひとりが自分の可
能性を信じ、学び続ける姿勢を持つことが大切
です。知識を得るだけでなく、それをどのよう
に活用するか、そして社会や他者にどのように
貢献するかを考えることが、これからの時代で
はさらに重要になります。また、技術は私たち
の生活を便利にするだけでなく、新たな課題も
生み出します。AIによる情報の偏りや、ロボッ
トの普及による仕事の変化など、これからの社
会では予測困難な問題が次々と現れるでしょう。
しかし、それらを乗り越えるための力は、皆さ
んの中にすでに存在しています。それは、好奇
心を持って学び続ける力、他者と協力し合う力、
そして失敗を恐れず挑戦する勇気です。技術の
発展がもたらす新たな世界を恐れるのではなく、
むしろそれを受け入れ、自分たちの力でより良
い社会を築いていきましょう。皆さん一人ひと
りの挑戦が、未来を明るく照らす希望の光にな
ると信じています。ともに学び、成⾧し、豊か
な未来を切り拓いてください。

渡邉俊之教頭より

美しく生きるとは
校章のモチーフである野ばらになぞらえ、「清
らにつつましく、踏まれても、刈られても、たく
ましく、美しく」生きることを目指すのが本校の
教育方針です。本校を初めて訪れた人に、この校
章の由来を話すと、決まって感嘆の声を上げ「素
晴らしい意味のある校章なんですね！」と言って
くれます。
さて、この言葉の最後にある「美しく生きる」

とはどのような生き方なのでしょう。そのヒント
になりそうな言葉を紹介します。イギリスの哲学
者ジェームズ・アレンは「人間の心は庭のような
もので、手入れをしなければたちまち雑草だらけ
になってしまう。だが、定期的に手入れをしてい
れば、いかようにも美しい庭を作ることができ
る。煩悩は雑草のようなもので、放っておくと次
から次へと沸き起こってくる。だから、それを理
性というハサミで刈り取っていく。そしてその代
わりに美しい思いやりの心を一つ一つ植えていく
とやがて美しい花を咲かせ見事な庭園を作り出
す。そうなれば雑草が伸びる勢いはがぜん弱くな
る。」と語っています。非常に分かりやすいたと
えだと思いませんか？ 皆さんの胸には校章の野
ばらが輝いていますが、目に見えない心の庭でも
色とりどりの草花を植え、手入れを怠らずにそれ
ぞれの個性で見事な庭園を作り続けてください。
それが美しく生きることなのだろうと私は思いま
す。

卒業にあたって
３年１組 加藤舞桜

高校での三年間は、あっという間に過ぎ
去ってしまいました。クラスマッチや修学
旅行など、様々な行事を楽しんできました
が、私たちにとって最後の学校行事は全校
ダンスコンテストでした。各クラス３つのグループに
分かれて、分かれて発表を行い、最もよいパフォーマ
ンスをしたグループを決めました。発表の最中には学
年に関係なく拍手や歓声が上がっていたことと、ダン
スの完成度の高さが印象的でした。私たちのグループ
も助け合いながら練習をしましたが、優勝したグルー
プの発表に目を見張るものがありました。単に踊るだ
けでなく、隊形移動や振り付けに工夫をしているグ
ループも多くあり、表現に惹き込まれました。 高校
を卒業すると、このような機会もほとんどなくなるか
もしれません。２年間を通して親交を深めた友人たち
との最後の思い出は、とても楽しくかけがえのないも
のになりました。



校外学習 １年生 ＠つくばフォンティーヌの森
２年生 ＠ディズニーランド
３年生 ＠ディズニーシー

クラスマッチ① ７月１２日開催

１年２組 小原由愛
私たち１年生は、４月26日につくばにある

「フォンテーヌの森」というキャンプ場に行っ
てバーベキューをしました。それぞれの班が各
自で作りたい料理や買う食材を決めて、スー
パーでも自分たちで買い物を済ませて積極的に
行動する大切さを学びました。また、料理の計
画から実行まで班のメンバー全員で協力するこ
とで、話し合いを重ねる度に仲が深まっていく
感じがして楽しかったです。それから私のクラ
スでは、バスの中でビンゴ大会をしました。周
りの子とたくさんお喋りしながらビンゴをでき
たのも良い思い出になりました。入学して1ヶ
月も満たないなかで、不安もたくさんあったけ
れど、色んな人と話して仲良くなれたのでとて
も良い機会になったと思います。

３年４組 大友瑠依
私が野外活動で印象に残った事を紹介

します。
私が印象に残ったことは、行けば行く

程、ディズニーは見入ってしまう魅力が
あるというところです。私は小さい頃か
ら何度かディズニーを訪れていたのです
が、行けば行く程、乗れば乗る程と、毎
度感化され、魅了され、最後は必ず幸せ
な気持ちで帰ることができていました。
高校生になり、なぜそんな気持ちになる
のかを考えてみたところ、アトラクショ
ンの再現度の高い小物や映像、本当に映
画の物をこの世に送ってきたんじゃない
かと思うくらいのクオリティの高いデザ
イン。キャストさんの丁寧でその場相応
の対応などディズニーで働く人々がその
二つのテーマパークを創り上げ、盛り上
げているんだなと強く感じたところが深
く印象に残りました。今回の野外活動で、
ディズニーを通して友達との仲を深める
ことも出来たのかなと思いました。

１年１組 宍戸佑菜
私が前期で特に残った思い出は、前期のクラスマッ

チです。私がクラスマッチを選んだ理由は三つありま
す。
一つ目は、クラスマッチの衣装を友達と協力して

作ったことです。私は、衣装を作ったことがなかった
ので、作れるか不安でしたが、友達が協力をしてくれ
たので、衣装をちゃんと作り終えることが出来て良
かったです。
二つ目は、クラスで総合優勝１位がとれたことです。
体育の時間でクラスマッチの競技の練習をみんなで頑
張っていたから、総合優勝１位を取ることが出来まし
た。みんなで総合優勝１位をとることが出来てとても
嬉しかったです。
最後はクラスの仲が深まったことです。クラスマッチ
で心を一つにして競技をしたことで、友達のことを
知って仲を深めることが出来ました。後期もクラス
マッチがあるので、クラスのみんなで心を一つにして
総合優勝１位をとりたいです。

２年２組 清水美萊
今年の七月十二日、金曜日に天候も心配される
中、無事にクラスマッチを実施することができま
した。最初は、日立第二高等学校の特徴であるク
ラスごとに自分たちで作成した衣装を紹介するコ
スチュームコンテストを行いました。コスチュー
ムコンテストでは衣装を着てダンスを踊り、ア
ピールします。クラスそれぞれの衣装の良さが出
ており、個性あふれるコンテストになりました。
種目はドッヂボール、バレーボール、卓球、ソフ
トテニス、リレーの５つです。その５つの種目で
も衣装を着て行います。試合前には種目の全員で
円陣を組みやる気がみなぎっていました。二人一
組の種目でも相手に声を掛け合い、楽しく進行で
きました。また、試合で負けた後でも勝ち進んで
いる他クラスを応援したり、違う種目の同じクラ
スの人を応援しに行ったりしていました。途中、
雨が降り一部決勝まで実施できない競技もありま
したが、全力でやりきれました。

学校行事の思い出



クラスマッチ② ７月１２日開催

ミニばら祭 ９月２０日開催

２年３組 村田芽依
私たちは、７月に前期のクラスマッチを行いました。

各クラスごとに手作りの衣装を着て、それぞれの種目
に望みました。約1ヶ月前から、衣装の案を出して布
を買い、個人個人で、放課後や休日を使って友達と協
力し合いながら、個性あふれた衣装を作りあげました。
私たち２年3組は、町ベルとベルのドレスの２つの衣
装に分かれて、クラスマッチに参加しました。種目は、
ドッヂボール、テニス、バレーボール、卓球があり、
選抜リレーも行いました。クラス１人１人が勝利のた
めに全力で戦い、とても思い出に残る１日になりまし
た。このクラスで団結した経験を生かして、これから
の学校生活もいろいろな友達と協力していきたいと思
います。

３年２組 加藤有紗
私達のクラスでは、ペーパーハウスの衣装

を着ました。袖の部分に一人一人の出席番号
のワッペンを付け、統一感を出したことで競
技でも団結することが出来ました。卓球では
惜しくも初戦敗退でしたが、楽しく戦うこと
が出来ました。また、バレーボールでは体育
館に多くの生徒が集まっており観戦に熱中し
ていました。私達もクラスの子達が戦ってい
るのを見て応援に熱が入りました。そして、
私達のクラスは見事に１位を取ることが出来
ました。総合のクラス順位では上位、３位以
内に入ることができなかったのですが、クラ
スみんなが楽しんで終えることが出来たので
よかったです。また、コスチュームコンテス
トでは可愛くて色とりどりな衣装がある中で
上位の順位を取ることが出来ました。
高校生活最後のクラスマッチを楽しく、有

意義に終えることが出来て良かったです。

２年１組 篠田沙稀
私が所属している演劇部は、ミニバラ祭に向けての練

習を頑張ってきました。体育館という声が届きにくい場
所で、できるだけ大きな声で、聞き取りやすいように発
声練習や滑舌を良くする練習をたくさんしたり、身振り
手振りだけでは伝わりづらいだろうと、木の板に絵を描
いて情景がわかりやすいようにしたり、声に抑揚をつけ
て感情をわかりやすくしたりするなど、様々な工夫を重
ねました。二週間という短い練習時間で、台本を覚えた
り動きをつけて演技するというのは大変でしたが、皆さ
んに演劇を見せることができてよかったです。本番では
思わぬハプニングがありましたが、なんとか無事に終え
ることができて嬉しかったです。

３年３組 ⾧谷部百香
３年生の半分が過ぎ、高校生活最後の文化祭

“ミニばら祭”が行われました、
午前の部は生徒会企画と吹奏楽部による日立

二高紅白歌合戦、勇姿発表、書道パフォーマン
スがありました。どの企画も盛り上がり学年の
壁を超えて全校一同が一丸となって楽しめまし
た。特に、校⾧先生のマツケンサンバは盛り上
がり、一生懸命踊る先生が可愛かったです。
午後の部は軽音楽部のライブパフォーマンス

と演劇部の発表でした。ライブはクオリティが
高く、みんなの熱気がすごかったです。演劇部
は部員が少ない中で圧巻の演技力で見ごたえが
ありました。
高校生活最後の文化祭ということもあり、と

ても充実した一日になりました。残りの学校生
活を大切にし、友達との思い出をたくさん作り
たいです。


